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(株)日本総合研究所 原油市場展望 2023年9月

原油価格見通し：80ドル台中心で推移 原油

◆現状：80ドル台へ上昇

８月のＷＴＩ原油先物価格は、上旬にサ

ウジアラビアが日量100万バレルの自主減

産を９月も継続すると表明したほか、ロシ

アとウクライナの戦況が悪化したことによ

り原油供給が停滞するとの見方が強まり、

84ドル台へ上昇。

その後は、中国経済の下振れ懸念や市場

予想を下回る米経済指標などを受けて、77

ドル台後半へ下落。月末にかけては、メキ

シコ湾へのハリケーン襲来による供給減少

への懸念や、米金融引き締め長期化観測の

後退を背景に再び83ドル台後半へ反発。

◆投機筋の買い越し幅は拡大

ＯＰＥＣプラスによる減産などから原油

需給が引き締まるとの見方が強まり、投機

筋による原油先物の買い越し幅は拡大。一

方、総建玉は減少傾向が持続

◆見通し：上昇圧力がかかりやすい地合い

先行きを展望すると、原油価格に上昇圧

力がかかりやすい展開が続く見込み。ＯＰ

ＥＣプラスによる大規模減産が継続するこ

とや米シェールオイルの増産ペースは緩や

かにとどまることから原油供給の増加は限

られ、需給引き締まりが意識されやすい展

開に。ただし、米欧などの主要国では金融

引き締めを背景に景気が減速するほか、中

国でも景気回復ペースが鈍化することから、

価格上昇ペースは緩やかにとどまる公算。
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（注）建玉単位の1枚は1,000バレル。
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トピック：産油国による減産と需要下振れで価格の方向感に欠ける展開 原油

◆需要不安は当面燻る可能性

足元では、産油国の減産体制の継続が原

油価格を押し上げ。ＯＰＥＣプラスによる

減産に加え、サウジアラビアが夏場にかけ

て日量100万バレルの自主減産を継続的に実

施するなど、価格下支え姿勢を強化。ロシ

アも日量50万バレルの輸出削減を実施して

おり、ＯＰＥＣプラス全体の原油生産は昨

秋をピークに減少。

もっとも、原油需要の下振れ懸念が原油

価格を抑制。価格は方向感を欠く展開に。

米国やユーロ圏では引き締め的な金融政策

を受けて景気が減速するほか、中国の景気

回復ペースも鈍化する可能性。中国の原油

輸入量は、23年上期に在庫積み増しなどを

背景とした増加から一転し、下期に入って

から大きく減少。中国では、景気浮揚策が

実施されているものの、消費や投資の冷え

込みを払拭する規模の効果は見込めず。

◆減産免除国では増産の動きも

主要産油国以外の増産を巡る思惑も、原

油価格の上昇圧力を緩和させる可能性。米

国の制裁下でもイランの原油生産は本年入

り後に急増しているほか、ベネズエラでも

米石油企業主導による輸出再開を受けて小

幅ながらも増産傾向に。
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（注）直近のマーカーは7月の実績。
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（注）リビア、イラン、ベネズエラの減産免除国は除く。
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